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低
空
で
都
心
数
分
ご
と

何
が
変
わ
る

羽
田
空
港
に
就
航
す
る
旅
客
機
は

こ
れ
ま
で
、
住
宅
や
公
共
施
設
が
密

集
す
る
都
心
上
空
を
低
高
度
で
飛
ぶ

こ
と
を
避
け
て
き
た
。

出
発
便
は
東
京
湾
上
空
で
旋
回
し

て
高
度
を
上
げ
て
か
ら
首
都
圏
の
上

空
を
通
過
し
、
到
着
便
は
千
葉
（
悪

天
候
時
は
江
戸
川
区
と
江
東
区
の
一

部
）
の
上
空
を
通
っ
て
降
り
て
い
た
。

都
心
上
空
を
低
く
飛
ぶ
の
は
、
安
全

の
た
め
に
着
陸
を
や
り
直
す
例
外
的

な
ケ
ー
ス
と
、
早
朝
出
発
の
二
優
が

大
田
区
上
空
を
飛
ぶ
場
合
（
今
年
三

月
に
廃
止
）
に
限
ら
れ
て
い
た
C

新
ル
ー
ト
の
着
陸
航
路
は
北
西
か

ら
南
東
方
向
に
二
つ
設
定
さ
れ
る
。

埼
玉
や
東
京
北
部
で
旋
回
し
、
平
行

す
る
瞳
線
上
を
低
高
度
で
降
下
し
な

が
ら
羽
田
に
向
か
う
。

西
寄
り
の
ル
ー
ト
は
さ
い
た
ま
、

戸
田
、
和
光
各
市
と
、
板
橋
、
練

馬
、
中
野
、
渋
谷
、
目
黒
、
品
棋

大
田
各
区
の
上
空
を
、
お
よ
そ
四
分

に
一
機
が
通
過
す
る
。
悪
天
候
時
に

は
朝
霞
市
上
空
も
飛
ぶ
。

東
寄
り
は
川
口
市
と
、
北
、
板

橋
、
豊
島
、
新
宿
、
渋
谷
、
港
、
品

川
、
大
田
各
区
の
上
空
を
二
分
に
一

機
が
通
過
す
る
。
悪
天
候
時
に
は

蕨
、
戸
田
、
和
光
各
市
と
、
練
馬
、

中
野
両
区
の
上
空
も
飛
ぶ
。

航
空
機
は
浮
力
を
得
る
た
め
に
向

か
い
風
の
方
向
に
飛
ば
す
た
め
、
運

用
は
南
風
時
の
み
。
時
間
は
、
国
際

便
が
混
む
午
後
三
時
か
ら
七
時
の
問

の
三
時
間
ほ
ど
に
限
定
さ
れ
る
。

出
発
便
の
航
路
も
一
部
時
間
で
替

わ
る
。
南
風
時
に
は
新
た
に
川
堕
巾

の
上
空
を
、
北
風
時
に
は
江
東
区
の

臨
海
部
や
荒
川
上
空
を
上
昇
す
る
。

国
土
交
通
省
は
、
航
空
会
社
の
ダ

イ
ヤ
が
替
わ
る
来
年
三
月
二
十
九
日

か
ら
運
用
を
始
め
た
い
方
針
だ
。
来

生
月
末
か
ら
、
実
際
に
客
を
乗
せ

運
航
す
る
航
空
機
を
新
ル
ー
ト
で
離

着
陸
さ
せ
る
「
試
験
飛
行
」
を
先
行

実
施
珪
る
こ
と
も
決
め
た
。

新
ル
ー
ト
で
増
え
る
発
着
枠
は
、

一
日
五
十
便
。
九
カ
国
・
地
域
へ
配

分
さ
れ
る
。
最
多
は
米
国
路
線
で
二

十
四
便
。
つ
い
で
中
国
が
八
便
、
ロ

シ
ア
と
豪
州
が
各
四
便
、
イ
ン
ド
、

イ
タ
リ
ア
、
ト
ル
コ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
が
各
二
便
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ビ
ア

三
カ
国
で
あ
わ
せ
て
こ
便
と
な
る
。

た
と
も
言
え
る
。

千
葉
県
の
高
橋
渡
副
知
事
は
、
今

年
八
月
の
新
ル
ー
ト
の
協
議
会
で

「
首
都
圏
全
体
で
騒
音
被
害
を
共
有

す
る
第
一
歩
と
し
て
評
萌
し
ヒ
言
一
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